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2011.8.2 日数教全国（神奈川）大会 

 

言語活動を取り入れた数学の授業の研究 

 

        埼玉県大宮武蔵野高校 太 田 敏 之 

 

 

１．研究の概要 

来年度から新学習指導要領が先行実施される．

文部科学省 (2009)によると，2008 年の中央教育

審議会答申における学習指導要領改訂の改善の基

本方針のひとつに「言語活動の充実」が示されて

いる．また，新学習指導要領の総則には，「言語に

対する関心や理解を深め，言語に関する能力の育

成を図る上で必要な言語環境を整え，生徒の言語

活動を充実すること」と述べられている． 

そこで本論では，言語活動を取り入れた数学の

授業の指導方法について提案していくものとする． 

 

２．研究の内容 

「言語活動」部会(2009)は，思考力，判断力，

表現力等を育成するための言語活動を通して，数

学科として，特に育成したい力として次の６点を

挙げている． 

①読解力（文章を読んで理解する力） 

②分析力（筋道を立てて考える力） 

③論証力（答案を数学的に表現する力） 

④話す力（相手に理解してもらうように話す力） 

⑤聞いて理解する力（表現を聞いて理解する力） 

⑥伝達手段の理解力（記号を正しく使う力） 

本論では，これを参考にして実践した以下の指

導方法について提案する． 

 

2.1 言語としての数学記号 

町田氏(2010)は，「算数・数学は自然・社会・

経済的な現象を科学的に記述する Global 言語で

ある」と述べている．また「言語活動」部会(2009)

は，「数学では表記そのものを一つの言語として

捉えることができる」と述べている． 

数学記号は「世界共通の言語である」と「短い

表記で表現できる」という２つの役割を担ってい

ると考える． 

例えば「２＋３＝５」という表記は現在では当

たり前に使われているが，「＋」や「＝」の記号が

初めて使われたのは 1500 年頃であり，その前は

長々と言葉で表現していたそうである．英語では

「Two and three make five.」，日本語では「２た

す３は５」といった具合である．  

つまり現在の「２＋３＝５」という記号による

表現は，世界共通の言語であり，言葉で表現する

より短い表記で表現しているといえる. 

しかし，生徒にとって記号の理解は難しい．そ

こで，授業では上記のような記号の存在理由を説

明し，記号を日本語に訳して説明することによっ

て理解を深め，「伝達手段の理解力」を高めること

ができると考える． 

（例）ａ∈Ａ  ・・・ aは集合Ａに属する 

   ２3＝  ・・・ ２を３乗すると？ 

   log２８＝・・・ ８は２の何乗か？ 

 

2.2 共書き 

共書きとは，授業の要点を授業者が読み上げ，

それを聞いて生徒がノートに一斉に書き写す活動

である．生徒が書くのと同時に授業者も黒板に書

く．櫻氏(2011)の取組を参考にして実践している

が，この活動によって「聞いて理解する力」を高

めることができ，違う場面でもただ黒板を書き写

すのではなく，重要な部分を聞いて理解しノート

に記録する力をつけることができると考える． 

 

３．授業実践報告 

授業実践校である大宮武蔵野高等学校は，授業

は落ち着いて行える学校であるが，数学の基礎学

力が低い生徒も多く，苦手意識をもっている生徒

も多い学校である．１学年の数学Ａの３クラスで

以下のような授業実践を行った． 

 

3.1 記号を日本語に訳す 

 今回の授業実践では，数学Ａの「集合と場合の

数」で使われる記号について，日本語に訳して理

解させるように心がけた． 

例えば，「Ａ∩Ｂ」は「集合ＡとＢのどちらに

も属する要素全体の集合」であるが，生徒によっ

てわかりやすい表現が違うので，いろいろな場面

でいろいろな表現で説明した． 

中間考査後に，生徒に記述式で数学記号を日本

語で説明させた解答例は以下の通りである． 

①Ａ∩Ｂ 

・集合Ａと集合Ｂの数のうち，どちらにもある数

だけの集合． 

・集合Ａと集合Ｂの共通部分． 
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・集合Ａと集合Ｂの同じ数字． 

・ＡとＢどちらの集合にも入っているもの． 

・ＡとＢの共通する数字． 

・ＡとＢの共通の要素を抜き出す. 

・ＡとＢに共通する数をぬきとる． 

・ＡとＢの同じ数． 

②Ａ∪Ｂ 

・集合Ａと集合Ｂの数のうち，どちらかにある数

の集合. 

・集合Ａと集合Ｂのどちらかに入っている数. 

・集合Ａと集合Ｂをすべてあわせたもの. 

・ＡとＢどちらか片方にでも入っているもの. 

・ＡとＢどちらか一方に属する数字. 

・ＡとＢの要素を全て書き出す. 

・ＡとＢの全体の数を順番にかぶらないように並

べる. 

・ＡとＢすべての数. 

③Ａ 

・全体集合のうち，部分集合Ａでないものの数. 

・集合Ａの要素以外の要素. 

・集合Ａに入っているもの以外の数. 

・集合Ａの中に入っていないもの. 

・集合Ａにない数字. 

・全体を見てＡ以外の数字. 

・Ａ以外の要素. 

・Ａ以外のもの. 

④ｎ(Ａ) 

・集合Ａの要素の個数. 

・集合Ａに入っている数字の個数. 

・集合Ａの数の個数. 

・Ａに属している数字の個数を求める. 

・Ａの個数. 

・Ａの集合の要素の数. 

 

また，日本語に訳すことについての生徒の感想

は以下の通りである． 

・記号の意味を日本語訳にしてくれたのは，すご

く良くてわかりやすかった． 

・記号の部分をあえて日本語で説明してくれたの

で，覚えやすかったです． 

・記号の意味を日本語にした方がわかりやすくて

良いと思います． 

・記号を言葉として覚えることによってわかりや

すくて，意味を理解しやすい． 

・記号を言葉にすると，とても覚えやすいことが

わかりました． 

・記号の意味の覚え方が覚えやすかったです． 

・記号の意味や使い方を日本語に訳してまとめた

のは，あとで見返すことができるし頭に入りや

すいと思います． 

・∩，∪の言葉での説明がよかった． 

・言葉ではなく，数字をよく使って欲しい． 

 

今回の授業実践は，記述式で記号を日本語で説

明させる活動までであったが，次のステップとし

て，理解していない生徒に理解している生徒が説

明してあげる活動ができるとよいと考える． 

 

3.2 共書き 

共書きさせる内容としては，その日の授業の重

要事項だったり，まとめであったり，いろいろと

考えられるが，今回の授業実践では，3.1 の実践

と関連させるために，数学Ａの「集合と場合の数」

で使われる記号を日本語で説明した内容とした． 

基本的に共書きの活動は毎授業時行った.共書

きさせた内容は以下の通りである． 

①集合 

ある条件を満たすものの全体の集まりを集合とい

う． 

集合をつくっている個々のものを，その集合の要

素という． 

ａが集合Ａの要素であるとき，ａは集合Ａに属す

るといい，ａ∈Ａで表す． 

②部分集合 

集合Ａのすべての要素が集合Ｂの要素になってい

るとき，ＡをＢの部分集合といい，Ａ⊂Ｂで表す． 

③共通部分 

集合Ａ，Ｂのどちらにも属する要素全体の集合を

ＡとＢの共通部分といい，Ａ∩Ｂで表す. 

④和集合 

集合Ａ，Ｂの少なくとも一方に属する要素全体の

集合をＡとＢの和集合といい，Ａ∪Ｂで表す． 

⑤補集合 

あらかじめ考えているものの全体の集合を全体集

合といい，Ｕで表す． 

Ｕの部分集合Ａに対して，Ｕの要素でＡに属さな

いものの全体の集合をＡの補集合といい，Ａで表

す． 

⑥要素の個数 

集合Ａの要素の個数が有限であるとき，その個数

をｎ(Ａ)で表す． 

⑦和の法則 

Ａの起こり方がｍ通り，Ｂの起こり方がｎ通りあ

り，これらが同時には起こらないとき，Ａまたは

Ｂの起こる場合の数は，ｍ＋ｎ通りである． 

⑧積の法則 

Ａの起こり方がｍ通りあり，そのおのおのの起こ

り方に対して，Ｂの起こり方がｎ通りあるとき，

Ａ，Ｂがともに起こる場合の数は，ｍ×ｎ通りで

ある． 
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⑨順列 

ｎ個の異なるものから，ｒ個とって，一列に並べ

た順列の総数を，ｎＰｒで表す． 

⑩階乗 

１からｎまでの整数の積をｎの階乗といい，ｎ！

で表す． 

ｎ個の異なるものを，すべて，一列に並べた順列

の総数は，ｎＰｎ＝ｎ！である． 

⑪円順列 

ｎ個の異なるものを，すべて，円形に並べた円順

列の総数は，(ｎ－１)！である． 

⑫重複順列 

ｎ個の異なるものから，くり返し用いることを許

してｒ個とって，一列に並べた重複順列の総数は，

ｎｒである． 

⑬組合せ 

ｎ個の異なるものから，ｒ個とった，組合せの総

数を，ｎＣｒで表す． 

⑭同じものを含む順列 

ｎ個のもののうち，ａがｐ個，ｂが q個，ｃがｒ

個あるとき，これらをすべて，一列に並べた並べ

方の総数は，
!!!

!

rqp

n
(p+q+r=n)である． 

 

共書きの効果としては，共書きの時間帯は生徒

全員がひとつの作業に集中できること，授業の場

面に変化をつけることができること，聞いて書く

ことで理解度を深めることができること，ノート

を効率よく書くことができるということ，板書し

ていないが重要であるポイントを聞いてノートに

記録する力をつけることができるということ，な

どが考えられる． 

そのような効果の検証をふまえて，中間考査と

期末考査後に実施した生徒のアンケートの結果は

以下の通りである． 

＜調査１＞ 

授業の重要ポイントについて，先生が読む言葉を

聞きながら，ノートにとる方法についてどう思い

ますか？次の３つから選んで○をつけてください． 

 ①読む言葉を聞きながらノートをとる方が，黒

板に書いてあることをノートにうつすより， 

 集中でき，重要ポイントを理解しやすいと思う． 

 ②黒板に書いてあることを見てノートにうつす

方が，重要ポイントを理解しやすいと思う． 

 ③どちらでも変わらないと思う． 

●１学期中間考査後調査 

68人中①44人（65％）②7人（10％）③17人（25％） 

●１学期期末考査後調査 

67人中①49人（73％）②4人（6％）③14人（21％） 

＜調査２＞ 

先生が話したことを聞きながらノートをとること

ができるようになりましたか？全員が書く場面以

外でも，先生が話したことをノートに書き留める

ことができるようになりましたか？ 

 ①話したことをノートに書きとめることができ

た． 

 ②全員が書く場面では，前よりもノートに書く

ことができた． 

 ③うまくノートをとることができなかった． 

●１学期期末考査後調査 

66人中①28人（42％）②36人（55％）③2人（3％） 

＜調査３＞ 

共書きについての生徒の感想． 

●集中力について 

・読む言葉を聞きながら書くのは集中できてよい

です． 

・先生が言ったことを，黒板をみないで書くと集

中力があがる． 

・聞きとって書くことによって集中できる． 

・黒板に書かれたことをうつすだけでなく，先生

の言ったことをノートにうつすことによって，

集中力が増し，自分自身で理解できるようにな

った． 

・最初は正直大変そうで追いつくのに必死で覚え

られなくなるのではないかと思ったけど，やっ

ていくうちに集中ができたので，これからもや

った方が良いなと思いました． 

・読む言葉を聞きながら書くと，集中できるので

いいと思います． 

●理解度について 

・読みながらノートを書くのは，ちゃんと言葉の

意味を言われてノートを書いているからわか

りやすい． 

・黒板に書いてあることをただ写すだけじゃ頭に

入ってこないと思うので，聞いて内容を理解し

てノートに写すことは良いと思いました． 

・聞きながらかいた方が頭にはいっていいと思 

う． 

・先生の読んだことをノートに書いていく方法 

 は，黒板に書いてあることをそのままうつすよ

り理解度が深まるので，とてもいいと思いまし

た． 

・言葉を聞きながらノートをとると，思ったより

も印象に残って覚えやすかったです． 

・私は書く速さが遅い方なので，読む言葉を聞き

ながらノートをとる方法には少し苦労してい

るが，頭には残るので良い方法だと思う． 

・黒板に書いてあることを書くだけじゃ覚えられ

ないので，聞いて書く方法は良いと思う． 
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●効率について 

・読む言葉を聞きながらとる方法は，スムーズに

ノートをとることができ，効率がよいと思った． 

・話をきいたことをノートに書くと，黒板に書い

てあることを写すより効果的だと思う． 

●その他 

・先生が言ったことを書くのは，漢字の勉強にも

少しなった． 

★共書きの場面以外で，言ったことをノートにと

ることについて 

・先生が話したことをノートに書き留めることが

できるようになりました． 

・先生が話したことをノートにまとめることは，

最初は大変でしたが，くり返すことでだんだん

書けるようになりました． 

●黒板を写す方がよいという意見 

・理解するには，黒板に書いてあることを見た方

が理解しやすいと思います． 

・黒板を見ないとわからない記号とかの説明の時

は，言ったのをきいてかくより見てかいた方が

いいと思いました． 

 

４．まとめと今後の課題 

 今回の授業実践では，数学Ａの「集合と場合の

数」の単元において，数学記号を日本語に訳すこ

とと理解させたい数学記号の意味を共書きさせる

ことを行った．それによって，生徒のアンケート

結果などから，以下の３つの効果が得られたと考

えることができる． 

①数学記号の世界共通の言語および短い表現方式

としての存在意義を説明し，記号を日本語に訳

して説明し，理解させることによって，記号の

意味の理解度を高めることができた． 

②理解させたい数学記号の意味を共書きさせるこ

とによって，授業の集中力や理解度を高めるこ

とができた． 

③共書きによって効率よくノートを書くことがで

き，共書き以外の場面で板書していないことで

も，重要であるポイントを聞いてノートに記録

する力をつけることができた． 

 今後は，言語活動の研究を深め，記号を理解し

ている生徒が理解していない生徒へ説明する活動

を取り入れた授業実践をしていきたい． 
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＜ホームページの紹介＞ 

新学習指導要領に追加された「課題学習」を

行うために，筆者は題材を集めてホームページ

を作成しているので,ご覧いただければ幸いで

す．アドレスは， 

http://www7b.biglobe.ne.jp/~math-tota 

ですが，「太田敏之」「高校数学教材集」で検索

できると思います． 

 

 

 


